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鬼ごっこの理解について
――幼児へのインタビュー内容（知識・認識）を比較して ――
口 野 隆 史
Ⅰ．は じ め に
　本稿では、広い園庭で遊ぶ幼児と狭い園庭で遊ぶ幼児の鬼ごっこについての
知識や認識の違いについて考える。まず、なぜ鬼ごっこを取り上げるのか、ま
たなぜ広い園庭の保育園と狭い園庭の保育園を比較するのか、について述べる。
本稿では鬼ごっこについて、幼児にインタビューを行った。その際幼児が話し
てくれた、鬼からの逃げ方や友だちの追い方などの幼児の発言（思いや考え）を、
およそ「幼児の知識や認識」というようにした。
1 ．保育・教育における鬼ごっこについて（鬼ごっこの意義）
　鬼ごっこには、どのような保育・教育的な、また体育指導的な意義があるの
だろうか。かこさとしは、鬼ごっこの「だいじな点」として「第一は、全身の
遊びということ」「第二の点は、小集団での遊びということ」「第三の重要な事
項は、戸外で行われる遊びであるということ」
1）
の 3 点を示している。
　「第一」については、「跳躍という動作を含む走ることが主軸となっている
のですから、全身を移動活動させるのは当然です」と述べている。運動やス
ポーツの中には、主に腕、主に脚を使うものなどもあるが、鬼ごっこは「全身
運動」の遊びである。鬼ごっこは、子どもの全身のバランス良い身体的成長を
促すものと考えられる。また「相手との相対姿勢やタイミング、位置の変化に
は、上体の積極的な活動が加わってきます」ということも「だいじな点」とし
ている。この点は、鬼ごっこが「全身運動」という身体的な能力のみに関わる
ものではないことも示している。つまりこの点は、子どもが鬼ごっこを行う際
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には、一緒に遊ぶ友だちとの時間や位置や距離を計り、それらの情報を子ども
なりに考える（分析する）という知的な能力も発揮しながら遊んでいる、という
ことも示している。
　「第二」については、鬼ごっこは「むやみに『子』が多ければ、『逃げる楽
しさ』や『逃げられうる楽しさ』をもてぬ子がふえます」、こうした楽しさは
「大まかにいって『鬼』一人に対して五～六人以下でしょう。したがって『鬼
遊び』は小集団の遊びということになります」と述べている。また、子どもた
ちは「組全体とか学年とか多数で行わねばならぬとき、複数の鬼」でも楽しく
行える鬼ごっこを工夫し、「子／鬼の比率が楽しさの範囲に入るくふう」をす
るとしている。このように子どもたちは、鬼ごっこを小集団で行うことを通し
て「社会性や人間関係」を学ぶ。加えて子どもたちは鬼ごっこを行う際、身体
的な活動とともに、「第一」と同様に“ルールを覚え理解（認識）する”という
知的な活動、また人数や場所の条件が変化すると子どもたちはその状況に合わ
せ、再度新しいルールを“創造”するという知的な活動も行い、それらに関わ
る能力を獲得することになる。
　「第三」については、「陽光が照り、風が吹きぬける戸外の広場は、成長し
ていく子どもという生物にとって最もよい遊びの場所」であるとしている。さ
らに「鬼あそびとは戸外の遊びであり、外遊びであるから重要である」と述べ
ている。現代の子どもたちはエアコンのある屋内で、暑さ寒さもあまり感じず
生活することも多い。しかし鬼ごっこは戸外の暑さ寒さ、季節の風や草花の匂
い、太陽の光などを感じながら遊びが展開される。子どもたちの身体的な抵抗
力とともに、様々な感性を育む。
　以上のように鬼ごっこの保育・教育的意義また体育指導的な意義として、①
全身運動による身体各部及び全身のバランス良い育成、②社会性・人間関係の
育成、③戸外活動による自然環境に適応する身体の抵抗力、及び自然環境に対
する感性の育成、④認識能力・創造性の育成、ということが考えられる。
2）
この
ようないくつかの意義が考えられる鬼ごっこではあるが、本稿では特に「鬼ご
っこについての運動に関わる知識や認識」が子どもたちにどのように育ってい
るのかに着目する。
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2 ．なぜ園庭の広い保育園と園庭の狭い保育園の比較なのか
　日頃から広い園庭で活動している幼児と、狭い園庭で活動している幼児の間
には運動能力や体力、そして 1 ．で述べたような知識や認識能力に違いがある
のだろうか。
　まず運動能力については、森司郎らは「園の物理的環境による運動能力の比
較」として以下のように述べている。「調査の対象になった園の園庭の広さに
関しても、園庭が『広い（1282-5881m2）』園が『狭い（0-800m2）』、『普通（841-
1163m2）』に比べ有意に（運動能力が）高かった」
3）
。このように「運動能力（ 6 種の
測定項目）」に関しては、広い園庭で遊ぶ幼児と狭い園庭で遊ぶ幼児では、広い
園庭で遊ぶ幼児の方が高いことが示されている。
　それでは、先ほど 1 ．で述べたような子どもたちの運動（鬼ごっこ）に関わる
知識や認識面については、広い園庭で遊ぶ幼児と狭い園庭で遊ぶ幼児の間には
違いが出てくるのであろうか。違いがあるとすればどのような点に違いが現れ
るのであろうか。運動能力については、上記ようなデータはあるが、運動遊び
に関わる幼児の知識や認識についてのデータはまだほとんどないように思われ
る。
4）
　 1 ．で述べたように子どもたちは、鬼ごっこにおいて身体的な能力とともに
知的な能力も駆使しながら運動を行っている。「（自分 1 人が鬼の時）あの子を捕
まえるには、これぐらいのスピードで走って先回りして」あるいは「（チームの
仲間と一緒の時）あの子を捕まえるには、 2人で右と左から行って、挟み撃ちに
して」という相手の動きを予測し、適切な判断をする力が必要である。このよ
うな「相手の動きを予測・判断」するような能力は、就学前の子どもたちが将
来様々なスポーツや運動文化を楽しむ際に重要な能力となる。換言すれば、こ
のような能力が獲得できていない場合、様々なスポーツを楽しむ機会が少なく
なる。またそのスポーツが好きになれない場合もある。
3 ．狭い保育園の現状
　日本では、園庭の狭い保育園は少なくない。特に大都市の保育園においては、
子どもたちが園庭でひしめき合っているようなところもある。日本学術会議は、
『提言　我が国の子どもの成育環境の改善にむけて　―成育方法の課題と提
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言―』の中で、「 2　現状の問題と改善　⑶子どもの活動の時代的変化とその
影響　③生活習慣の変化とその影響」において次のように述べている。「遊び
以外の生活（生活習慣）も大きく変化した。子どもの体力低下傾向が続いてきた
が、これと深く関わるのは運動ないし基礎的な身体活動量の減少であり、背景
には、学校外の学習活動や室内遊びの時間の増加による外遊びやスポーツ活動
の時間の減少、生活道路、空き地のような身近な遊び場の減少や園庭のない保
育所の広がり［3-3-3］、少子化と塾、習い事などによる仲間の減少等があって、
日常生活の中で体を動かす機会そのものが減っている」
5）
（下線は筆者）。同会議
ではこの点について資料（付録）を示し「3-3-3　園庭のない保育所　児童福祉
施設最低基準（昭和23年12月29日厚生省令第63号）『第 5 章 保育所』第32条の
五は『満 2 歳以上の幼児を入所させる保育所には、…屋外遊戯場（保育所の付
近にある屋外遊戯場に代わるべき場所を含む。以下同じ。）…を設けること。』
とする。園庭を付近の公園等に代えることを容認する規制緩和政策であり、こ
れにより園庭のない保育所が見られるに至っている」
6）
とし、まさに「子どもの
成育環境の改善にむけての成育方法の課題と提言」の一つとして示している。
もちろん、これらの保育園の「付近」には「屋外遊戯場に代わるべき場所（公
園等）」があるはずだが、子どもたちは園舎から靴を履いてあるいは裸足で、
すぐに広い園庭に出られるわけではない。保育者が子どもたちを連れて（何人
かの保育者が外出の体制を整え）、保育園の周りの交通事情に配慮しながら「付近
の屋外遊戯場」に移動しなければならない。
　幼稚園においては「幼稚園設置基準」により「第三章　施設及び設備　第八
条（園地、園舎及び運動場）  2  園舎及び運動場は、同一の敷地内又は隣接する位
置に設けることを原則とする」とされている。幼稚園も十分な広さの園庭があ
る園ばかりではないが、上記の保育所のように「園庭のない」という状況では
ない。
　社会福祉法人全国社会福祉協議会は『機能面に着目した保育所の環境・空間
に係る研究事業』を実施しその報告をまとめている。その『研究結果の概要』
において、日本の保育所の設備基準の考え方の参考とするため、アメリカ、イ
ングランド、フランス、ドイツ、スウェーデン、ニュージーランドの 6か国に
ついて、保育所の施設基準を調査した結果を報告している。この 6か国の子ど
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も 1人あたりの「屋外施設面積」の基準と、日本のそれを比較してみると、日
本が最も狭く3.3m2、次に狭いのはニュージーランドの 5 m2、アメリカの6.96m2、
フランスの6.67～ 7 m2、ドイツの 8～10m2、と続く（上記各国は州や県によって基
準が異なる国もある。イングランド、スウェーデンは特に面積基準を定めていない）。
7）
上記の調査結果において全国社会福祉協議会は「その国の基準と地方の基準の
状況、保育者 1人あたりの児童数等の配置基準について調査を行った。この結
果、日本の子ども 1人あたり面積基準が諸外国と比較して低い規準にあること
がわかった」
8）
と報告している。
Ⅱ．研究の目的
　幼児の運動能力（身体的な側面）については、園庭の広い保育園の方が狭い保
育園より、高いことが報告されている。では運動遊びに関わる幼児の知的な側
面（知識や認識）の育ちは、園庭の広い保育園と園庭の狭い保育園において違い
があるのだろうか。本稿では、どこの保育園でも行われている運動遊びの 1つ
である鬼ごっこを通して、この点を考えたい。幼児へのインタビューを通し、
以下の点などについて明らかにする。
　 1．幼児らに、鬼ごっこが好きか嫌いか、またどのような鬼ごっこをしてい
るかを尋ね、 2つの保育園の幼児らの鬼ごっこについての発言を比較し、その
違いを明らかにする。
　 2．鬼ごっこを行う際、幼児が自分が鬼の時、どのようにして鬼ではない他
の子を捕まえようとするのか、その捕まえ方（方法）について尋ねる。また、幼
児が自分が鬼ではない時、どのように鬼から逃げるのか、その逃げ方（方法）に
ついて尋ねる。これらの幼児の「捕まえる」「逃げる」に関する発言（知識や認
識）を比較し、 2 つの園の違いを明らかにする。その際、幼児がどのように相
手の動きを予測しているのか、幼児の発言を、時間的、空間（位置・距離）的、
対象（捕まえる相手、追って来る鬼等）などについての発言に分け、それらを比較
する。
　 3．上記以外の幼児の発言（捕まえるための工夫、逃げるための工夫など）を比較
し、 2つの保育園の幼児の鬼ごっこ関する知識や認識の違いを明らかにする。
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Ⅲ．研究の方法
1 ．インタビューの時期（2009年12月～2010年 2 月）
（ 1）Ｇ保育園：①2009年12/11、②12/18、③12/25、④2010年1/22、4 回の調査。
（ 2）Ｎ保育園：①2010年2/3、②2/15、③2/16、④2/26、 4 回の調査。
2 ．調 査 対 象
（ 1）調査保育園
1） Ｇ保育園：①園児数：120名（在園児数：134名）※2010年偶然Ｎ保育園と同数。
②総敷地面積及び園庭（子どもの遊びスペース）：約5000坪（16530m2）。駐車場、山、
園舎を除くと園庭は畑なども含め約2000～3000坪（6612～9918m2）。③所在地及
び近隣の状況：福岡県。園の周りは山や田畑が多い。近隣は交通量は少ない。
2） Ｎ保育園：①園児数：120名（在園児数：134名）。②総敷地面積及び園庭（子
どもの遊びスペース）：約450坪（1488m2）。園庭部分は約100坪（331m2）。園庭の中
央部にスペースがあり周りには木製のアスレチックがある。③所在地及び近隣
図 1　 2つの保育園（敷地、園庭、園舎）の比較
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の状況：京都市。園の周りは住宅地。近隣は交通量は多い。園から約500ｍの
場所には同園が運動会等を行う公園もある。子どもたちは、園内だけでなく園
庭より広い場所で遊ぶ機会もある。
　 2 つの保育園の敷地の見取り図を模式的に図 1 に示した。筆者が航空写真
（グーグルマップ）より模式的に略図を作成した。
3） 保育の方針：両園ともに、特別な「お稽古事（全員参加の鼓笛や競技・スポー
ツ）」は行っていない。保育者が子どもの成長・発達を見ながら保育を行って
いる。先生方は、民間の保育団体にも参加し、研究的にも熱心に保育を考えて
行っている。保育方針には共通する部分も多いと思われる。
（ 2）調査園児（人数は揃えたわけではない。偶然同数となった）
1） Ｇ保育園：年長児（ 5 ､ 6 歳児）22名、男児14名、女児 8名
2） Ｎ保育園：年長児（ 5 ､ 6 歳児）22名、男児14名、女児 8名
3 ．調 査 方 法
（ 1）インタビューの状況
　日頃幼児らが保育園で行っている鬼ごっこについて尋ねた。「広い園庭で遊
ぶ幼児たち」と「狭い園庭で遊ぶ幼児たち」が、鬼ごっこについて考えている
ことや思っていること（知識や認識）に違いがあるのかを確認しようとインタビ
ューを試みた。インタビューは 1人 5～10分程度。筆者と幼児が 1対 1で机を
挟んで向かい合う形で行った。幼児の正面にビデオカメラを置き、インタビ
ューの状況を撮影した。インタビューは他の幼児が出入りしない職員室の一角
（職員室には職員はいる）、あるいは職員室の隣の個室（時々職員が出入りする）で行
った。
（ 2）インタビューでの問い掛け
①鬼ごっこは好きか、どんな鬼ごっこが好きか
「こんにちは、お名前教えて下さい」　
Ｑ 1「○○くん（□□ちゃん）は、鬼ごっこは好きですか」　
Ｑ 2 「どんな鬼ごっこが好きですか。保育園では、このごろどんな鬼ごっこを
よくしていますか」　
②自分が鬼の時
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Ｑ 3 「○○くん（□□ちゃん）は、鬼ごっこで自分が鬼になった時、上手に鬼じ
ゃない他の子を捕まえることができまますか」
Ｑ 4 「じゃーあ、その特、どうやったら上手に鬼じゃない他の子を捕まえられ
るか教えて下さい」　
③自分が鬼でない時
Ｑ 5 「じゃ～あ今度は、○○くん（□□ちゃん）が、鬼ごっこで自分が鬼じゃな
い時、上手に鬼から逃げることができますか」
Ｑ 6 「じゃーあ、その時、どうやったら上手に鬼から逃げることができるか教
えて下さい」
4 ．調査結果のまとめと分析の方法
　幼児へのインタビューの結果は、 2つの保育園に分け、22名の幼児ごとに、
その発言内容を「Ｑ 1～ 6」の質問に分け、表 1、表 2にまとめた。本稿では
特に、鬼ごっこにおける幼児の“捕まえる相手”や“追って来る鬼”の動きを
「予測」する力（知識や認識）に着目した。中村は「一定の速さで転がるボール」
を幼児が捕える実験において、「《予測》とは、ほぼ一定の速さでころがってい
くボールを手で捕えるという目的に応じて、自分の走るスピードをどの程度に
すればよいか、どのようなコースを走ればよいかなどを、あらかじめ判断して
行動するということを意味している」
9）
とした。これは“この実験における定
義”ではあるが、鬼ごっこにおいて“逃げる相手”や“追って来る鬼”の動き
の「予測」には、「スピード（時間的）」「コース（空間的）」そして「対象（捕まえ
る相手、追って来る鬼などの一緒に遊ぶ友だち）」が関わるものと思われる。表 1、
2の作成にあたりＱ 4、Ｑ 6の欄については、この 3点に関わる発言の箇所に
それぞれ異なる下線を付けた。本稿ではこの 3 点から「広い園庭で遊ぶ幼児
ら」と「狭い園庭で遊ぶ幼児ら」の鬼ごっこについての知識や認識（予測など）
の違いについて整理し、考察しようと考えた。
Ⅳ．結果および考察
　インタビューの結果（詳細）は、表 1、表 2に示す通りである。インタビュー
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当日のメモ、インタビューの記録映像から幼児らの発言を文字にし、一覧表に
した。幼児らの発言は意味のわかる範囲で、幼児らが話したその地域の言葉を
その（方言の）まま文字にした。意味のわかりにくい発言には表中に（？）を付け
た。表 1、 2 の園児の記載の順番は、 4月生まれから順に並べた（特に意図はな
い）。
1 ．鬼ごっこの好き嫌い（Ｑ 1）
　Ｇ保育園では22名中全員が「好き」と回答。Ｎ保育園においては22名中19名
が「好き」、「ちょっと好き」「好き、わからん」「きらい（理由あり）」が各 1 名
であった。どちらの保育園の幼児らも、概ね鬼ごっこが好きなようである。
表 3　Ｑ 1：鬼ごっこの好き嫌い（人数）
好き ちょっと好き わからない 嫌い
Ｇ保育園 22 0 0 0
Ｎ保育園 19 1 1 1
2 ．どんな鬼ごっこが好きか・このごろどんな鬼ごっこをよくしているか（Ｑ2）
　Ｇ保育園では、「助け鬼（いわゆる『ケイドロ（警察と泥棒）』）」19名、「氷鬼」16
名、「高鬼」11名、「色鬼」 8名、「かくれ鬼（かくれんぼ）」 6名、「壺鬼」「ため
鬼」各 1 名。「助け鬼（ケイドロ）」は追うチーム（警察）が、逃げるチーム（泥棒）
のメンバーを捕まえ、牢屋に入れておく。牢屋に捕まった者は、他の泥棒チー
ムのメンバーにタッチされれば、また逃げることができる。「助け鬼（ケイド
ロ）」を行うには、 2 チームに別れ、牢屋にする場所も必要であり、ある程度
広い場所が必要となる。
　Ｎ保育園では、「高鬼」18名、「普通の鬼ごっこ」 8 名、「高鬼＆（アンド）○
○鬼（アンドの後の続く鬼ごっこは、氷鬼、バナナ鬼、リンゴ鬼、くっつき鬼、ろうそ
く鬼）」 7 名、「氷鬼」 6 名、「バナナ鬼」「桃太郎鬼」「ろうそく鬼」各 2 名、
「くっつき鬼」「かくれんぼ」各 1 名｡ 22名中21名が「高鬼」を含めた回答を
している（この回答についての 2つの保育園の特徴を見るため、表 1、 2 では「高鬼」
の表記を「高鬼」とゴシック体で示した）。Ⅲで示したように、園庭中央部にス
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表 1　Ｇ保育園の幼児へのインタビュー結果一覧（園庭の広い保育園）
表１ Ｇ保育園の幼児へのインタビュー結果一覧（園庭の広い保育園） 
園児 Ｑ１ 
「 鬼 ご
っこは
好きで
すか」 
Ｑ２「どんな鬼ごっ
こが好きか。保育園
では、このごろどん
な鬼ごっこをよく
していますか」 
Ｑ３「自分が鬼
の時、鬼じゃな
い他の子を捕
まえることが
できまますか」
Ｑ４「自分が鬼の時、どうやったら上手に鬼じゃない他の子を捕まえられ
るか教えて下さい」 
Ｇ１男 すき かくれんぼ、助け
鬼、転がしドッジ 
できる できる。本気で走る。速く走ってから捕まえる。 
Ｇ２女 すき 助け鬼、氷鬼、色つ
き鬼 
できる （考えて）できる。g1)その子狙ってないふりをしてね、g①近くに行った
g1瞬間にタッチすると、g1)その子が鬼になるけん。g②私が前から行って
ね、g2)後ろから行く子もいて、はさみうちにして、鬼が代わる。g③横か
らとかでもいいけん。逃げられないように両方の手でタッチする。 
Ｇ３男 すき 氷鬼、いっぱいでや
る鬼ごっこ、助け鬼 
できる できる。（ぼくは）速い。タッチする。速くは走ればいいと。遅く走ったら
何もタッチされんと。こうやって（手を振るふり）めっちゃ速く。新幹線
より速く。 
Ｇ４男 すき 助け鬼、氷鬼、つか
まえ鬼（タッチする
と鬼が代わる）、か
くれ鬼 
できる できる。もし、鬼ごっこで２人が手をつないで逃げよったら、（ぼくが）手
を２つ広げてタッチしたら、２人とも一緒にタッチできる。助け鬼やった
ら、g3)Ｔジロウ君をタッチするやろ、そしたら g4)Ｓダイ君が助けに来る
やろ、ぼくが手を伸ばしてタッチしたら、助けに来たチームも捕まって「助
けて～」ってなる。手を伸ばしてタッチすると、g4)Ｓダイ君が俺の手に足
がガってなって（手につまずいて）転けて、逃げチームになる（捕まえら
れる）。（相手の足をねらってタッチをしにいく） 
Ｇ５女 すき 助け鬼、色つき鬼 できない できない。速く走る。タッチしたりする。 
Ｇ６男 すき 助け鬼（※1）、氷鬼 できる できる。ずっとマラソンとかしとったら、足が強くなって、速く走れるように
なる。（※1すきの理由。鬼に捕まっても、逃げている人に助けてもらえる）
Ｇ７女 すき 助け鬼、高鬼、氷鬼 できる できる。走ってきて、スピードを早くして、手を伸ばしてタッチする。
Ｇ８女 すき 氷鬼、助け鬼、隠れ
鬼、高鬼 
わからん （どっちか）わからん。（どうやったらいいか）わからん。お手々伸ばす。
Ｇ９男 すき 色つき、助け鬼、普
通の鬼ごっこ 
できる できる。助け鬼の時は、（他の子が）助けれんように守る。g2助けに来た時
にタッチする。g④鬼の時は、はさみうちにしたりする。 
Ｇ10男 すき 助け鬼、高鬼 できる できる。足が速いけん。g5)遅い人は遅く走って捕まえる。g6)逃げる人が
近かったら、タッチ普通にできる。 
Ｇ11男 すき 氷鬼、助け鬼、色つ
き鬼 
できる できる。速く走る。手を伸ばす。体を前に倒す、出す。 
Ｇ12女 すき 普通の鬼ごっこ（助
け鬼）、氷鬼 
できる できる。速く走れれば誰でも捕まえられる。だから楽（に捕まえられる）。
他はない。 
Ｇ13男 すき 助け鬼、高鬼 できる できる。走ってタッチする。g⑤鬼が２人おったらね、はさみうちができる。
Ｇ14男 すき 氷鬼、隠れ鬼、高鬼 あまりできん あまりできん。こうやって（手を上げて）近づいてきて、タッチ。g3（相
手が）止まって時に g⑥後ろからこっそりタッチする。 
Ｇ15女 すき 助け鬼、高鬼、色つ
き鬼、氷鬼 
できる できる。手を伸ばしたら捕まえられる。速く走ったら捕まえられる。
Ｇ16男 すき 氷鬼、色つき鬼、隠
れ鬼、高鬼、助け鬼 
できる （元気よく）はい。優しくタッチして。（小さな声で）それだけしかないか
な。（小さな声で、その他は）何んにもない。 
Ｇ17男 すき 助け鬼、高鬼、普通
の鬼ごっこ、隠れ鬼 
できる できる。g7)Ｋキ君を捕まえる。（友だちの名前を言う。落ち着きなく机の
上に寝る。）手でタッチする。走ってから捕まえる。もう他にない。 
Ｇ18男 すき 氷鬼、助け鬼、高鬼 できない できない。g8)人を見らんでタッチしてしてしまう。鬼を忘れて鬼にタッチ
してしまう。鬼を覚えとけばいい。g9)捕まった人を守もっとく（助け鬼の
時）。 
Ｇ19男 すき 氷鬼、助け鬼、普通
の鬼ごっこ、色つき
鬼 
どっちとも どっちとも（できたり、できなかったり。やや自信なさそう）。走りがスピ
ードが速いけん（速く走る）。走りがもう少し速くなったら（捕まえられる。）
Ｇ20女 すき 氷鬼、高鬼 できる できる。手を伸ばして・・・。走る。
Ｇ21女 すき 色つき鬼、氷鬼、つ
ぼ鬼（捕まったら壷
になる） 
できる できる。走り方ね（手を）こう（グー）じゃなくてね、こう（指を揃えて
パー）の方が速そうやからね、走って捕まえる。 
Ｇ22男 すき 氷鬼、かくれんぼ、
助け鬼、ため鬼、高
鬼、普通の鬼ごっこ 
できる できる。g⑦横に行ってタッチする。座とって、こうやって（両手広げて）
バーンってタッチする。g10)逃げる子が来たら、そのまま走って行ってタ
ッチする。 
広い園庭と狭い園庭で遊ぶ幼児の鬼ごっこの理解について
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（表１続き） 
Ｑ５「自分が鬼じ
ゃない時、上手に
鬼から逃げるこ
とができますか」 
Ｑ６「その時、どうやったら上手に鬼から逃げることができるか教えて下さい」 園児 
できる できる。思いっきり走る。g⑦捕まりにくい、わからん所へ行く。（それはどこですか？）野外ステージ
の後ろの一番後ろ。 
Ｇ１男
できる できる。鬼が狙ってきたら、速く走ったら、鬼が諦める。足を狙われたら、ピョンと跳ぶ。助け鬼の時、
逃げるのが私１人になってしまったら、g11)捕まっているみんなを g⑧横からタッチして助けて、g⑨
また反対の横からもタッチして、g12)残っている真ん中の人もタッチして逃げる（逃げる味方の人数を
増やすとの意味の話。かなりわかりにくい話）。 
Ｇ２女
できる できる。めっちゃ速い。g13)Ｍコちゃんめっちゃ遅い。速く走る。速く走ること。 Ｇ３男
できる できる。g4鬼がねタッチしようと手を伸ばした時に、g⑩その上を越えたら（ジャンプして跳んだら）、
タッチされん。「鬼の手より高く跳べるの？（筆者）」うん。でもね、踏んでしまう時がある。「踏んだ
らタッチさらたことになるんじゃないの？（筆者）」踏んでもタッチされたことにならん。 
Ｇ４男
できる きる。強く走る。 Ｇ５女
できる できる（小さくうなずく）。（長い沈黙の後）あんね、g5タッチされそうになったら、g⑪その下をくぐ
る。 
Ｇ６男
できる できる。g⑫はさみうちされても、（屋外）ステージの穴の開いている所から出られるから、g6すぐに抜
け出して逃げれる。ステージのない所では、しょうがないのでただ諦めて走る。 
Ｇ７女
できる できる。速く走る。 Ｇ８女
できる できる。ジーとしとってからね、g7鬼が来た時に避けてからね、助けに行く。（牢屋の近くに）隠れと
ってからね、g7鬼が行った時に助けに行く。g⑬はさみうち g8される時に、g⑭横から逃げれるような
所を見つけてから逃げて、タッチして助けに行く。 
Ｇ９男
できる できる。思いっきり走る。（ここでトイレで中座）g⑮真っ直ぐ逃げたら捕まるけんね、横に逃げる。 Ｇ10男
できる できる。避けたりする。手を振る（速く走るために）。 Ｇ11男
できる できる。速く走って逃げれば捕まえられない。他にない。 Ｇ12女
できる できる。いっぱい走って逃げる。g⑯鬼から離れとく。「（Ｑ４の自分がはさみうちをする話から）さっ
きみたいに自分が挟み撃ちにされたらどうする？（筆者）」g⑰高い所に登って g9鬼が10秒数える間に g
⑮鬼から遠くに逃げる（3つの発言とも同義と解釈）。 
Ｇ13男
できる できる。でも裸足じゃないとできません。クツはいてたら遅い。こうやって（手をパーに広げて走るふ
り）逃げる。足を速く、手を振ったらいい。足を上げる（速く走るために）。でもぼくやれん。g14)仲
間に助けてもらってもすぐまた捕まる。転んどうもん。 
Ｇ14男
できる できる。腕をね、伸ばしたりね、短くしたりしたらね、速く走れる（だから捕まらない）。 Ｇ15女
あんまりできん あんまりできん。裸足とかになっとう時、（逃げるのが）無茶苦茶速い。鬼がタッチする時、避ける。
（助け鬼の時）逃げチームが捕まっとったら、助けてやったらいい。 
Ｇ16男
できる うん。走ってから。最初歩いて、走る。隠れてから見つかったらパッパッと逃げる。 Ｇ17男
できる できる。g10鬼がいない時にタッチしてもらう（助け鬼、氷鬼の時）。 Ｇ18男
できる できる。逃げよったら、捕まえに来て、g11捕まえに来なくなったら、逃げて、g⑱鬼が来よらん所にい
て、鬼を見て、鬼が来たらバッバッって逃げる。（鬼から離れて、鬼をよく見て、鬼が来たら逃げる）
Ｇ19男
できる きる。よける。走る。 Ｇ20女
できる できる。g12鬼さんがね違う方を向いたら（向いている時に）色とかタッチしてね、g⑲こっちに来たら
色を離れて g⑳ゴールまで行くと。（色つき鬼の時らしい） 
Ｇ21女
（できる） （できる、できないの答なし）g㉑まわりこんだら、途中でビユーンって、前に行って横に行った。鬼の
横を走ったらタッチされんかった。（鬼との距離を取る） 
Ｇ22男
（表 1続き）
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表 2　Ｎ保育園の幼児へのインタビュー結果一覧（園庭の狭い保育園）
表２ Ｎ保育園の幼児へのインタビュー結果一覧（園庭の狭い保育園） 
園児 Ｑ１ 
「 鬼 ご
っこは
好きで
すか」 
Ｑ２「どんな鬼ごっ
こが好きか。保育園
では、このごろどん
な鬼ごっこをよく
していますか」 
Ｑ３「自分が鬼
の時、鬼じゃな
い他の子を捕
まえることが
できまますか」
Ｑ４「自分が鬼の時、どうやったら上手に鬼じゃない他の子を捕まえられ
るか教えて下さい」 
Ｎ１女 すき 高鬼 できる できる。タッチする。走る。 
Ｎ２男 すき 高鬼、高鬼＆氷 できる できる。走る。速く走る。 
Ｎ３女 すき 普通の鬼ごっこ できる できる（自信なさそう）。走ったらいい。ほかにない。 
Ｎ４男 すき 高鬼＆氷鬼・バナナ
鬼・リンゴ鬼・くっ
つき鬼 
できる できる。ここに先っぽがあるやろ（足のつま先のこと）、ほんで走る時にこ
うやってこうやってやる（つま先でしっかり地面を蹴って走る格好をして
くれる）。蹴って（走って）n1)相手が（に）n1見つかれへん間にタッチす
る。カメレオンみたいに。でも俺遅いで、中くらいかな。 
Ｎ５男 すき、
わから
ん 
普通の鬼ごっこ、高
鬼＆氷鬼・ろうそく
鬼・バナナ鬼、くっ
つき鬼 
できる できる。足速いもん。n2)敵がいるやろ、こうやって（手を横に振って）タ
ッチすんねん。バトンタッチみたいに。上からこうやる時もあるし、下か
らこうやる時もある。走り方。よう頑張ったり、負けずに走ったりする。
n3)Ｒノスケっていう人遅くてのんき。ビューンって来て、タッチアウト。
カーブがあるやろ靴をこうやって（カーブの曲がり方を言っているようで
ある）、n2タッチした瞬間に n①高い所に登る。 
Ｎ６女 すき 普通の鬼ごっこ、高
鬼、かくれんぼ 
できる できる。ふつうに走って、行ってからタッチされる（する？）から。追い
かけっこの時に（？）、誰かが止まっててタッチする。 
Ｎ７男 すき 普通の鬼ごっこ、高
鬼、桃太郎鬼ごっこ 
普通 
 
普通。走って（捕まえる）。 
Ｎ８女 すき 高鬼 できる できる。走って。 
Ｎ９男 すき 高鬼、桃太郎鬼 できる できる。思いっきり走る。隠れておいて、n②三角屋根の後ろに隠れておい
て、思いっきり走ってタッチして捕まえる。（筆者のノートに絵を描いて桃
太郎鬼について説明してくれた） 
Ｎ10男 すき 高鬼、高鬼＆氷鬼 できる できる。本気で走ったら。ほかない。 
Ｎ11男 すき 高鬼 できる できる。本気で走る。弱気で走る、中ぐらいで走る（走る速度を変えると
いうことのよう）。 
Ｎ12女 すき 氷鬼、普通の鬼ごっ
こ、高鬼 
できない できない。速くてできません。お姉ちゃんになったらできると思います。
でもゆっくり走らないとできないの。お姉ちゃんが教えてくれた。お休み
の時に練習しとかな無理やねん。 
Ｎ13男 すき 高鬼、氷鬼 できる できる。足速い（から）。n3高鬼やったら降りた時ねらう。 
Ｎ14女 すき 高鬼、氷鬼、ろうそ
く鬼 
できる できる。走るのを速く走って捕まえる。それしかない。 
Ｎ15女 すき 高鬼、氷鬼、バナナ
鬼、ろうそく鬼 
できる できる。手振ったら速く走ってな、あんな、n③こっちの高い所からこっち
の高い所へ n4逃げてる間にタッチできる。手を“四”にして走ったら、速
くなるから、タッチできるようになる。 
Ｎ16男 すき 高鬼、高鬼＆氷鬼 できる できる（小さくうなずく）。n4)速い人無理やけど、n5)遅い人できる。n5)
遅い人を狙って、n5落ちたらシュッと行く（高鬼の場合のよう） 
Ｎ17女 すき 走る鬼ごっこ、普通
の鬼ごっこ、高鬼＆
氷鬼・ろうそく鬼 
できる できる。よく走る。隠れておどかす。 
Ｎ18男 きらい
（※2） 
高鬼、高鬼＆氷鬼 できる できる。n6先に n④高い所へ行ってタッチする（鬼が高い所に登っても良
いと言う点がやや疑問？） 
（※2普通の鬼ごっこは嫌い。だってな、高い所登ってもセーフじゃないか
ら。セーフがどこにもないから。高鬼、高鬼＆氷鬼は好き） 
Ｎ19男 すき 高鬼、ろうそく鬼 できない できない。n6)速い人でも頑張って捕まえる。 
Ｎ20男 すき 高鬼、普通の鬼ごっ
こ、氷鬼 
できる できる。走ってタッチする。頑張って速く走ってタッチする。ほかない。
Ｎ21男 ちょっ
とすき 
高鬼、氷鬼 へたくそ へたくそ、自分では思う。捕まえてタッチ。それでも泣かん。（？難解）
Ｎ22男 すき 高鬼、バナナ鬼、普
通の鬼ごっこ 
できる できる。足で、足を上げて、むっちゃ上げて、スピード出したらできる。
本気で走る。 
（表２続き） 
広い園庭と狭い園庭で遊ぶ幼児の鬼ごっこの理解について
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（表 2続き）
Ｑ５「自分が鬼じ
ゃない時、上手に
鬼から逃げるこ
とができますか」 
Ｑ６「その時、どうやったら上手に鬼から逃げることができるか教えて下さい」   園児 
できる できる。走る。 Ｎ１女
できる できる。速く走る。 Ｎ２男
できる できる。思いっきり走って。ほかにない。 Ｎ３女
できる できる（曖昧）。抜き足差し足で n⑤近くの山（園庭の山）まで逃げて行った（鬼に見つからないよう
に、そーっと逃げる）。n7)相手が鬼とするやろ、口野さんが n8)逃げる人とするやろ、逃げる人（n7)）
がそーっと行くとな、n⑥ここの後に鬼がいたらタッチされるやろ、ちょっとだけ高い所（n⑤）に登っ
て、そこ（n⑥）にいるかなってちょっと見て、いいひんかったら n⑦こっちから通って、いたら n⑧こ
っち（別の道）から行く方法しかない。n７その時、n9)遅い人は最初の所（n⑥）に戻って、n⑨違う所
の道から行って、山（n⑤）に登って行くとか。「高い山（n⑤）から鬼をみるの？（筆者）」違う違う、
三角屋根っていうのがあってちょっとだけ高い所（n⑤）があって、様子をちょっとだけ見て、鬼がこ
こに（n⑥）いると思ったら、他の道（n⑨）で行って、もし n10)速い人は三角屋根から降りて、さっ
きの場所（n⑥）に戻らんと、こうやって行くねん、山に。（同じ内容の繰り返しあり） 
Ｎ４男
できる できる。ムッチャ速いもん。速く走って逃げる。すり足で（止まって）n⑩高い所へ登る。あのな、保
育園の砂はな、ようすべんねん。ようすべるから、こうキーってやったら面白いねん（砂の上を滑って、
足の裏を横に滑らせてストップをかけて方向転換する様子を説明してくれる） 
Ｎ５男
できる できる。普通に速く走る。 Ｎ６女
できる できる、得意。走る。 Ｎ７男
できる できる。速く走ったら。 Ｎ８女
できる できる。n⑪鬼が遠くに n8行った時に、手を伸ばしてタッチして助ける（助け鬼の時か？）。思いっき
り走って丸に入る（桃太郎鬼の時。絵を書いて桃太郎鬼の説明をしてくれる） 
Ｎ９男
できる できる。ちょっとだけ本気で走る。（本人は足が速いらしい） Ｎ10男
できる できる。n⑫鬼が違う方に行ってると、ぼくは n⑬違う方に行くねん（机の上で両手の指で、右手で鬼、
左手で自分位置のを示しながら、鬼との距離をとって逃げる説明）。こうやってな、n11)他の人を n9ね
らっている時はこうやってな、n⑭（鬼の）後ろに行って見つかってもこういくねん。 
Ｎ11男
できません できません。ゆっくり走らないとできない。ゆっくり走るとできる（話が難解。速く走るとうまく身体
をコントロールできないということのよう）。お姉ちゃんが教えてくれた。 
Ｎ12女
できる できる（逃げる方が得意）。速く走って逃げる。鬼が近くに来たら逃げる。 Ｎ13男
できる できる。高鬼やったら、n10逃げげようとした時に、n⑮鬼がこっちの近くにおったら、n⑯近くの高い
所に登ったりして捕まらんようにする。走るスピードを速くしたらできる。 
Ｎ14女
できる できる。手を“四”にして走ったらできる。速く走ろうと思う気持ちがあったら走れる。 Ｎ15女
できる できる（ちょっと自信ありそう）。n11タッチされそうな時に、n⑰近くの高い所に登る。近い方がやり
やすいし。（大型遊具との距離） 
Ｎ16男
できる できる。n⑱横から走る、（鬼が来たら）真っ直ぐ逃げない（横に逃げる）。 Ｎ17女
できる できる。ダッシュって言うのは、四つの手（４本の指をくっつけてパーで走る）でできんねん。５（本）
やったらあかんねん。５はこうやろ（ゆっくり）、４はこうや（速い動き）、３も２も難しい。10数えて
n12タッチする時は、10数えてる間に逃げた方がいい。n13鬼が反対に向いてる時に n⑲反対から行って
高い所に登った方がいい。 
Ｎ18男
（できる） 逃げる（できる）。n12)誰かが助けてくれたら、逃げれる。速く走っとく。 Ｎ19男
できる できる。n⑳アスレチックに近い所を通って逃げる、n13)相手（＝鬼）をタッチしいひんようにやる。n
㉑鬼から遠い所を走る。 
Ｎ20男
できる できる。ちゃんと走る。速く走る。それしかない。 Ｎ21男
できる n14)速い人の鬼（＝鬼）よりか、もっと速くなる。できる。だって速いもん。鬼がもし速い人（n14)）
やとしたら、それよりか速く走ったら、逃げられる。 
Ｎ22男
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ペースがあり、周りにアスレチックが置かれているＮ保育園の状況から考える
と、鬼ごっこの際の逃げる場所はアスレチックの高い場所しかない。幼児らは
この園庭の状況から、それを活用し鬼ごっこを工夫していると思われる。「高
鬼」と他の鬼ごっこを組み合わせ、同じ「高鬼」でも違いを持たせている。
表 4　Ｑ 2：どんな鬼ごっこが好きか ･このごろどんな鬼ごっこをよくしているか
　　　（複数回答あり）
助け鬼 氷鬼 高鬼 色鬼 高鬼＆何か 普通の鬼ごっこ かくれんぼ その他
Ｇ保育園 19 16 11 8 0 0 6 2
Ｎ保育園 0 6 18 0 7 8 1 7
3 ．自分が鬼の時、鬼ではない他の子を捕まえることができるか（Ｑ 3）
　Ｇ保育園では、「できる」17名。「できない」 2名、「わからん」「あまりでき
ん」「どっちとも」が各 1 名であった。Ｎ保育園では、「できる」18名。「でき
ない」 2名、「普通」「へたくそ」が各 1名であった。どちらの保育園において
も幼児らは、自分が鬼の時、鬼ではない他の子を上手に捕まえる自信は、多く
の幼児らが持っている。　
表 5　Ｑ 3：自分が鬼の時、鬼ではない他の子を捕まえることができるか（人数）
できる ふつう どっちとも へたくそ あまりできん できない わからん
Ｇ保育園 17 0 1 0 1 2 1
Ｎ保育園 18 1 0 1 0 2 0
4 ．自分が鬼の時、鬼ではない他の子を捕まえる方法について（Ｑ 4）
　表 1、 2 のＱ 4（ 4 ．）と後述のＱ 6（ 6 ．）の欄の幼児らの発言には、先のⅢ．
4 ．で述べたように、『予測』に関わると思われる以下の 3 点に着目し、その
内容に関する発言に下線を付けた。それらは、Ａ．空間的なこと、Ｂ．時間的
なこと、Ｃ．一緒に遊ぶ友だち（捕まえる相手、追って来る鬼等）それぞれに関す
る内容である。ここではこの 3点を通して「広い園庭で遊ぶ幼児ら」と「狭い
園庭で遊ぶ幼児ら」の鬼ごっこについての発言（知識や認識）を比較し、その違
広い園庭と狭い園庭で遊ぶ幼児の鬼ごっこの理解について
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いを考える（『予測』についての違いを推察する）。以下にＡ．Ｂ．Ｃ．について簡
単に説明する。
　Ａ．空間的なことに関する内容（発言）
　自分の動き、友だちの動きについて、鬼として追う時、鬼ではない時に逃げ
る時、前後左右など空間的な状況を思い浮かべて（意識して）いると思われる発
言。また「はさみうち」という鬼ごっこでの捕まえ方（作戦）についての発言。
以下のように下線を付けた。例：Ｇ 9「g④鬼の時は、はさみうちにしたりす
る」。Ｎ 9「n②三角屋根の後ろに隠れて」。なお、「はさみうち」の発言には
「はさみうち」とゴッシク体で表記した。特に「はさみうち」は、「自分・捕
まえる相手・一緒に相手を捕まえる仲間」の 3 者の動きを予測する（より高度
な）捕まえ方である。その発言に着目するため、ゴッシク体で表記した。表中
の「挟み撃ち（漢字）」の表記は、筆者による補足部分。
　Ｂ．時間的なことに関する内容（発言）
　鬼として追う際、自分の動きや友だちの動きについて、時間的な状況を思い
浮かべて（意識して）いると思われる発言。以下のように下線を付けた。例：Ｇ
9「g 2助けに来た時に」。Ｎ 5「n 2タッチした瞬間に」。Ｎ18「n 6 先に」。
　Ｃ．一緒に遊ぶ友だち（捕まえる相手、一緒に相手を捕まえる仲間）に関する内容
（発言）
　鬼として相手を追う際、捕まえる相手（ターゲット）のことを考えていると思
われる発言。また、鬼が複数いたり、助け鬼の時一緒に相手を追う仲間（との
関係）のことを考えていると思われる発言。以下のように下線を付けた。例：
Ｇ 2「g 1）その子」。Ｇ 4「g 3）Ｔジロウ君」。Ｎ 5「n 1）Ｒノスケっていう人」。
　※その他自分が鬼の時、相手を捕まえるのに工夫していると思われる発言に、
Ｎ 5「○○○」のように下線を付けた。
（ 1）Ｇ保育園の子どもたちの状況
1） 概要（多かった幼児らの発言）及び特徴ある内容（発言）
　「速く走って捕まえる」という内容の発言が10名と最も多い。「走ってタッ
チ」というものが 4名。「手を伸ばしてタッチする」というものが 6名、「両手
でタッチする」が 3 名、「優しくタッチ」が 1 名。「こうやって（手を振るふり）
めっちゃ速く」「こう（指を揃えてパー）の方が速そうやからね」という“速く走
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る走り方”についてのものが 2名。「速く走って捕まえる」「走ってタッチ」と
いう回答が合計14名。幼児たちは、鬼ごっで上手に相手を捕まえるには、まず
「速く走る」ということが思い浮かぶようである。また、13名の幼児らが「タ
ッチ」について述べている。「タッチ」については、後述のＮ保育園の幼児（ 9
名）よりＧ保育園の幼児らの方が多く、また具体的に回答している。広いＧ保
育園ではタッチをするということが、狭いＮ保育園より意識されているようで
ある。広いＧ保育園では確実にタッチをしないと、捕まえたはずの相手に逃げ
られてしまうことがあるのかもしれない。
2） Ａ．空間的なことに関する内容（発言）
　 5名（ 7件）がこの内容に関する発言をしている。Ｇ 2、Ｇ 9、Ｇ13の 3 名の
発言には「はさみうち」という言葉が含まれている。次のＧ 2、Ｇ14、Ｇ22は、
相手との距離や空間を考えていると思われる発言。
　Ｇ 2「g②私が前から行ってね、後ろから行く子もいて、はさみうちにして」、
Ｇ 9「g④鬼の時は、はさみうちにしたりする」、Ｇ13「g⑤鬼が 2人おったら
ね、はさみうちができる」。Ｇ 2「g①近くに行った、…g③横からとかでもい
いけん」、Ｇ14「g⑥後ろからこっそりタッチする」、Ｇ22「g⑦横に行って（横
から）タッチする」。
　逃げている相手を「はさみうち」にするには、捕まえる相手や一緒に追いか
けている仲間との距離やその行先を、予測する力が必要となる。上記の発言か
ら、広いＧ保育園にはこのような力を身に付け、それを意識している幼児もい
ると思われる。このような力を鬼ごっこを通じて身に付けるには、ある程度捕
まえる相手を追う距離（空間）が必要である。広いＧ保育園では、幼児らは「助
け鬼」など仲間の鬼が複数いる鬼ごっこで、「はさみうち」のような“上手な
捕まえ方”を体験する機会もより多いと思われる。
3） Ｂ．時間的なことに関する内容（発言）
　 3名がこの内容に関する発言をしている。時間的なことに関する回答は、Ｎ
保育園の 6 名より少ない（後でも触れる）。広いＧ保育園においては、幼児らは
自分が鬼の時、鬼ではない子を捕まえようとする際、時間的なことよりも空間
的な工夫の方が多く思い浮かぶのかもしれない。
　Ｇ 2「近くに行った g 1瞬間に」、Ｇ 9「g 2 助けに来た時に」、Ｇ14「g 3（相
広い園庭と狭い園庭で遊ぶ幼児の鬼ごっこの理解について
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手が）止まって時に」。
4） Ｃ．一緒に遊ぶ友だち（捕まえる相手、一緒に相手を捕まえる仲間など）に関す
る内容（発言）
　 6 名（10件）がこの内容に関する発言をしている。“捕まえる相手”としての
回答は、最初の 6名（ 8件）。一緒に相手を捕まえる仲間の鬼についての発言は、
Ｇ 2の 1名。その他、助け鬼で捕虜になった子についての発言がＧ18の 1名。
　Ｇ 2「g 1）その子」、Ｇ 4「g 3）Ｔジロウ君、…g 4）Ｓダイ君」、Ｇ10「g 5 ）
遅い人、…g 6）逃げる人」、Ｇ17「g 7 ）Ｋキ君」、Ｇ18「g 8 ）人を見らんでタッ
チしてしてしまう」、Ｇ22「g10）逃げる子」。Ｇ 2「g 2）後ろから行く子」。Ｇ
18「g 9 ）捕まった人」。
　インタビューでは、友だちの名前を出す子もおり（ 2名）、幼児らは、友だち
の誰が走るのが速いか、遅いかということをある程度お互いに理解しているよ
うに思われる。自分が鬼の時には、その相手の走る力を考えながら相手を追う
ようにしているようにも思われる。
（ 2）Ｎ保育園の子どもたちの状況
1） 概要（多かった幼児らの発言）及び特徴ある内容（発言）
　「速く走る」「本気で走る」「思いっきり走る」などの内容が11名。「走って
（タッチ）」が 4名。「こうやって（手を横に振って）タッチすんねん。バトンタッチ
みたいに」というタッチの仕方については 1名。「（つま先でしっかり地面を蹴っ
て走る格好）」「手を“四”（掌の形）にして走ったら、速くなるから」「足を上げて、
むっちゃ上げて」など走り方に関する発言が 3名。「速く走って捕まえる」「走
ってタッチ」という回答が合計15名。Ｎ保育園の幼児らもＧ保育園の幼児ら同
様、鬼ごっこで上手に相手を捕まえるには、まず「速く走る」ということが思
い浮かぶようである。Ｎ保育園では「タッチ」ついての回答は 9名であった。
Ｇ保育園ほど「タッチ」について具体的ではない。狭い園庭では逃げられても
「タッチした」と言えば、相手は遠くまでは行かないので認められるのかもし
れない。またＮ保育園では、Ｇ保育園にはない相手を捕まえる工夫があった。
「曲がり方」に関し、Ｎ 5「カーブがあるやろ靴をこうやって（カーブの曲がり
方を言っているようである）」というものである。狭い園庭で、相手を捕まえよう
する時、足（靴）を踏ん張って急に方向を変えて追うことを伝えてくれた。狭い
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園庭のＮ保育園独自の幼児らの工夫である。
2） Ａ．空間的なことに関する内容（発言）
　 4 名がこの内容に関する発言をしている。「高鬼」をよく行っているＮ保育
園においては、空間的には“前後左右”への意識は少なく“上下”の「高い
所」への意識が強いようである。Ｇ保育園のように「はさみうち」という回答
は 1 人もなかった。「n ①」の回答は、『自分が相手を捕まえた（タッチした）瞬
間に、高い所に逃げる』という回答で、“捕まえた”後の“逃げ方”について
も考えている。狭い場所では、捕まえた後にすぐ逃げることも考えているよう
である。「n③」は「高い所から高い所」へ移動する空間を狙って“上手に”
捕まえようとする回答である。「n④」は「高鬼」では、鬼が「高い所へ行く」
のはルール違反であるが、“上手に捕まえる”方法として幼児が考えている。
　Ｎ 5「タッチした瞬間に n①高い所に登る」、Ｎ 9「n②三角屋根の後ろに
隠れておいて」、Ｎ15「n③こっちの高い所からこっちの高い所へ」、N18「n
④高い所へ行ってタッチする」。
　Ｎ保育園においては、園庭で幼児らが遊具から遊具（アスレチック）の間で、
直線を走ることのできる距離は、10ｍ弱程度である。「高鬼」を行う場合、そ
の狭い平面の場所で捕まえたり、捕まえられたりすることになる。幼児らには、
その狭い平面での（前後左右の）動きよりも、いかに「高い所」に速く移動する
かという意識が強いようである。
3） Ｂ．時間的なことに関する内容（発言）
　 6名がこの内容に関する発言をしている。時間的なことに関する回答は、Ｇ
保育園の 3名よりＮ保育園の方が多い。Ｎ保育園の幼児らは自分が鬼の時、捕
まえる相手との時間的な関係を測りながら捕まえる工夫をしているように思わ
れる。狭い園庭では、相手を捕まえようとする時、（先回りや挟み撃ちなどの）空
間を考えて相手を捕まえる工夫より、時間的に相手が高い所から降りたタイミ
ングを見て、捕まえる工夫が幼児らにはまず思い浮かぶように思われる。
　Ｎ 4「n 1 見つかれへん間に」、Ｎ 5「n 2 タッチした瞬間に」、Ｎ13「n 3高
鬼やったら降りた時ねらう」、Ｎ15「n 4 逃げてる間にタッチできる」、Ｎ16
「n 5 落ちたら」、Ｎ18「n 6 先に」。
4） Ｃ．一緒に遊ぶ友だち（捕まえる相手、一緒に相手を捕まえる仲間など）に関す
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る内容（発言）
　 4 名（ 6 件）がこの内容に関する発言をしている。Ｎ 1「n 1）相手」、Ｎ 5
「n 2）敵、n 3）Ｒノスケっていう人」、Ｎ16「n 4 ）速い人、n 5）遅い人」、Ｎ19
「n 6 ）速い人」。これらはすべて“捕まえる相手”についての回答であった。
友だちの個人名をあげる子もいたが、Ｎ保育園においては、幼児同士がお互い
に、どの子が走るのが速いのか遅いのか、Ｇ保育園ほどには理解していないよ
うに思われる。日常互いに全力で走る姿を見ていなとも考えられるし、狭い園
庭での鬼ごっこでは走る速さはＧ保育園ほど影響がないとも思われる。
表 6　Ｑ 4：自分が鬼の時、鬼ではない他の子を捕まえる方法についての内容
　　　（発言）（人数）
空間的（はさみうち） 時間的 友だち 速く走る､ 走る タッチ
Ｇ保育園 5（ 3） 3 6 14 15
Ｎ保育園 4（ 0） 6 4 15 1
5 ．自分が鬼ではない時、鬼から逃げることができるか（Ｑ 5）
　Ｇ保育園では「できる」21名、「あんまりできん」 1 名。Ｎ保育園では「で
きる」21名、「できません」 1 名。どちらの保育園においても幼児らは、自分
が鬼ではない時、鬼から上手に逃げることには、自分が鬼の時に捕まえる以上
に自信を持っているようである。
表 7　Ｑ 5：自分が鬼ではない時、鬼から逃げることができるか（人数）
できる あまりできん できません
Ｇ保育園 21 1 0
Ｎ保育園 21 0 1
6 ．自分が鬼ではない時、鬼から逃げる上手な方法について（Ｑ 6）
　Ｑ 6についても表 1、 2の幼児らのインタビューに、先のＡ．空間的なこと、
Ｂ．時間的なこと、Ｃ．一緒に遊ぶ友だち、それぞれに関する内容の箇所に下
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線を付けた。ただし「Ｃ．一緒に遊ぶ友だち」については、ここでは「自分が
鬼から逃げる立場」なので、一緒に遊ぶ友だちを以下の 3つに分けて考えた。
それは、ア．追って来る鬼、イ．一緒に逃げる友だち、ウ．鬼に捕まっていて
自分が助けようとする友だち、の 3種類である。ここでもＡ．Ｂ．Ｃ．の 3点
を通して「広い園庭で遊ぶ幼児ら」と「狭い園庭で遊ぶ幼児ら」の鬼ごっこに
ついての発言（知識や認識）を比較し、その違いを考える（『予測』についての違いを
推察する）。下線の例は、Ｑ 4とほぼ同様である。
（ 1）Ｇ保育園の子どもたちの状況
1） 概要（多かった幼児らの発言）及び特徴ある内容（発言）
　「思いっきり走る」「速く走る」「強く走る」など10名。「走る」は 2名。「（鬼
のタッチの）上を超える」「その下をくぐる」「（タッチを）避ける」は各 1 名。Ｑ
4と同様に、幼児らは鬼ごっこで上手に鬼から逃げるには、まず「速く走る」
ということが思い浮かぶようである。「タッチを避ける」については 3名が話
している。このような鬼のタッチを避ける「タッチ」、そして捕まった仲間を
助ける「タッチ」を含め、「タッチ」という言葉を使った幼児は 8名いた。こ
の点も幼児らが鬼から逃げる時に、思い浮かべることのようである。「タッチ」
については先のＱ 4と同様、Ｇ保育園の幼児の発言の方が多い。
2） Ａ．空間的なことに関する内容（発言）
　11名（15件）がこの内容に関する発言をしている。鬼と逃げる自分との位置関
係を前後左右で考えた内容となっているものが多い。Ｇ 4「g ⑨」、Ｇ 6「g
⑩」はタッチを避ける上下の動作についてのものである。
　Ｇ 1「g⑦捕まりにくい、わからん所へ行く。（それはどこですか？）野外ステー
ジの後ろの一番後ろ」、Ｇ 2「g⑧横からタッチして助けて、また g⑨反対の横
からもタッチして」、Ｇ 7「g⑫はさみうちされても、（屋外）ステージの穴の開
いている所から出られるから」、Ｇ 9「g⑬はさみうちされる時、…g⑭横から
逃げれるような所を見つけてから逃げて」、Ｇ10「g⑮真っ直ぐ逃げたら捕まる
けんね、横に逃げる」、Ｇ13「g⑯鬼から離れとく、…g⑰高い所に」、Ｇ19「g
⑱鬼が来よらん所にいて」、Ｇ21「g⑲こっちに来たら色を離れて g⑳ゴール
まで行くと」、Ｇ22「g㉑まわりこんだら」。Ｇ 4「g⑩その上を越えたら（ジャ
ンプして跳んだら）」、Ｇ 6「g⑪その下をくぐる」。
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3 ） Ｂ．時間的なことに関する内容（発言）
　 8名（ 9件）がこの内容に関する発言をしている。Ｑ 4の「自分が鬼の時」に
おいては、時間的なことに関しては 3名の回答であったが、ここでの「自分が
鬼から逃げる時」については、先よりも多くの幼児らの時間的な発言があった。
　Ｇ 4「g 4 鬼がねタッチしようと手を伸ばした時に」、Ｇ 6「g 5 タッチされ
そうになったら」、Ｇ 7「g 6 すぐに抜け出して逃げれる」、Ｇ 9「g 7鬼が来た
時に、…はさみうち g 8 される時に」、Ｇ13「g 9 鬼が10秒数える間に」、Ｇ18
「g10鬼がいない時に」、Ｇ19「g11捕まえに来なくなったら」、Ｇ21「g12鬼さ
んがね違う方を向いたら（向いている時に）」。
4） Ｃ．一緒に遊ぶ友だちに関する内容（発言）
　合計12名がこの内容に関する発言をしている。先述のＱ 4同様、Ｇ保育園の
幼児らの一緒に遊ぶ友だちについての回答は、相手が具体的にイメージされて
いるようである。Ｎ保育園の幼児らより相手が具体的であり、鬼ごっこの場面
がよく思い浮かべられているように思われる。先述のア．イ．ウ．で分けると
以下のようになる。
　ア．追って来る鬼： 9名。Ｇ 2、Ｇ 4、Ｇ 9、Ｇ13、Ｇ16、Ｇ18、Ｇ19、Ｇ
21、Ｇ22（※表 1 のＱ 6 の幼児らの発言の「鬼」の部分には、「鬼」の下線を付けたが、
他の下線のように番号は付けていない。他の線があっても「鬼」の下線を付けた）。
　イ．一緒に逃げる友だち：2名。Ｇ 3「g13）Ｍコちゃん」、Ｇ14「g14）仲間に」。
　ウ．鬼に捕まっていて自分が助けようとする友だち：1名（ 2 件）Ｇ 2「g11）
捕まっているみんなを、…g12）残っている真ん中の人も」。
（ 2）Ｎ保育園の子どもたちの状況
1） 概要（多かった幼児らの発言）及び特徴ある内容（発言）
　「速く走る」「思いっきり走る」など11名。「走る」は 2 名。「タッチ」とい
う言葉を使った幼児は 4名。Ｎ保育園の幼児らも、Ｑ 4と同様に鬼ごっこで上
手に鬼から逃げるには、まず「速く走る」ということが思い浮かぶようである。
「タッチ」という言葉を使った幼児は 5名で、Ｑ 4と同様にＮ保育園の方が少
ない。また、Ｑ 4と同様にＮ 5の男児が「止まり方・曲がり方」について話し
てくれた。「保育園の砂はな、ようすべんねん。ようすべるから、こうキーっ
てやったら面白いねん（砂の上を滑って、足の裏を横に滑らせてストップをかけて方
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向転換する様子を説明してくれる）」。これもＧ保育園にはない内容であった。
2） Ａ．空間的なことに関する回答（発言）
　 9名（17件）がこの内容に関する発言をしている。Ｑ 4と同様に「高鬼」をよ
く行うために「近くの山」「高い所」という立体的な位置に関する発言が 5 名
（ 5件）の幼児らから出された。鬼との平面的な距離に関する発言は 6件あった
が（その 6件もＧ保育園の幼児に比べると）、鬼との位置関係が曖昧なものが多いよ
うに思われた。
　Ｎ 4「n⑤近くの山（園庭の山）まで、…n⑥ここの後に、…n⑦こっちから、
…n⑧こっち（別の道）から、…n⑨違う所の道から」、Ｎ 5「n⑩高い所へ」、Ｎ
6「n⑪鬼が遠くに」、Ｎ11「n⑫鬼が違う方に行ってると、ぼくは n⑬違う方
に行くねん、…n⑭（鬼の）後ろに」、Ｎ14「n⑮鬼がこっちの近くに、…n⑯近
くの高い所に」、Ｎ16「n⑰近くの高い所に」、Ｎ17「n⑱横から」、Ｎ18「n⑲
反対から行って高い所に」、Ｎ20「n⑳アスレチックに近い所を、…n㉑鬼から
遠い所を」。
3） Ｂ．時間的なことに関する回答（発言）
　 6名（ 7件）がこの内容に関する発言をしている。Ｎ保育園の幼児らは時間的
なことに関しては「自分が鬼の時」も「自分が鬼から逃げる時」も同じ人数の
回答であった。
　Ｎ 4「n 7 その時」、Ｎ 9「鬼が遠くに n 8 行った時に」、Ｎ11「n 9 ねらって
いる時は」、Ｎ14「n10逃げげようとした時に」、Ｎ16「n11タッチされそうな時
に」、Ｎ18「n12タッチする時は、…n13鬼が反対に向いてる時に」。
4） Ｃ．一緒に遊ぶ友だちに関する回答（発言）
　11名がこの内容に関する発言をしている。先述のＱ 4と同じ数の幼児らが回
答してくれた。Ｎ保育園の幼児らの鬼ごっこをして「一緒に遊ぶ友だち」につ
いては、Ｇ保育園の幼児らより、具体的ではないように思われる。Ｇ保育園の
幼児らほど、それぞれの鬼ごっこの得意・不得意（実力）を把握していないよう
に思われる。先述のア．イ．ウ．で分けると以下のようになる。
　ア．追って来る鬼：8名。Ｎ 4、Ｎ 9、Ｎ11、Ｎ13、Ｎ14、Ｎ18、Ｎ20、Ｎ
22（※表 2のＱ 6の幼児らの発言の「鬼」の部分には、「鬼」の下線を付けたが、他の下
線のように番号は付けていない。他の線があっても「鬼」の下線を付けた）。
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　イ．一緒に逃げる友だち：3名。Ｎ 4「、n 8）逃げる人、n 9）遅い人、n10）
速い人」、Ｎ11「n11）他の人」、Ｎ19「n12）誰か」。
　ウ．鬼に捕まっていて自分が助けようとする友だち：0名
表 8　Ｑ 6：自分が鬼から逃げる時、どうやったら上手に逃げることが　　　
できるかについての内容（発言）（人数）
空間的（はさみうち） 時間的 友だち 速く走る､ 走る タッチ
Ｇ保育園 11（ 2 ） 8 12 12 8
Ｎ保育園 9（ 0） 6 11 13 4
Ⅴ．お わ り に
　本稿では、園庭の広い保育園と園庭の狭い保育園における、鬼ごっこについ
ての幼児の知的な側面（知識や認識）には、違いがあるのかを明らかにすること
目的とした。その結果以下のことが明らかになった。
　 1．園庭の広い保育園と園庭の狭い保育園のどちらの園の幼児も、鬼ごっこ
は「好き」であった。また「自分が鬼の時」「自分が鬼ではない時」どちらの
場合も、「上手くお友だちを捕まえたり」「上手く鬼から逃げたり」できると概
ね思っている。
　また、幼児がどのような鬼ごっこをしているのかについては、園庭の広い保
育園では「助け鬼」「氷鬼」が多い。園庭の狭い保育園では「高鬼」「高鬼と他
の鬼ごっこの組み合わせ」が多い。両園の幼児らは、それぞれの園庭の条件に
合わせ、工夫しながら鬼ごっこを考えていると思われる。
　 2．園庭の広い保育園では、「自分が鬼の時」「自分が鬼ではない時」どちら
の場合も、前後左右、遠近などの平面的な空間を考えながら鬼ごっこを行って
いる幼児が狭い保育園よりも多い。「はさみうち」ということを考えながら、
鬼ごっこを行っている幼児もいる。
　園庭の狭い保育園では、「自分が鬼の時」「自分が鬼ではない時」どちらの場
合も、タイミング（時間的なこと）を、高い低い（上下）の空間を考えながら鬼ごっ
こを行っている幼児が広い保育園より多い。「はさみうち」という発言はなか
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った。
　 3．園庭の広い保育園では、鬼による「タッチ」についての発言が狭い保育
園より多かった。広い保育園では、幼児らは“確実なタッチ”が鬼ごっこで
「捕まえたり、逃げたり」する時に大切な事と考えているものと思われる。
　園庭の狭い保育園には、鬼ごっこの際の「止まり方、曲がり方」について話
してくれた幼児が 1人いた。 1人ではあるが、狭い園庭でどのように動くのか
が、鬼ごっこで「捕まえたり、逃げたり」する時に大切な事と考えているもの
と思われる。
　今後の課題として、以下の点などがある。①先行研究の精査。子どもの身体、
運動能力を扱った報告は多い。しかし、子どもの運動と認識の関係を扱った報
告は少ないように思われる。さらに先行研究を探る必要がある。②運動遊びや
スポーツにおける予測。今回「予測」ということを考えた。しかし「知識、認
識、予測」などの用語の定義が曖昧なまま、これらを用いた。今後、これらの
用語の定義とその関係を明らかにすることも課題である。③インタビュー及び
その分析の方法。今回、幼児らにインタビューを行い、そこから幼児の知識・
認識を探ろうと試みた。分析方法は恣意的な点もあった。今後この分野の先行
研究に学ぶ必要もある。
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